
コンソーシアム名 みなかみ町ふるさとテレワーク拠点整備コンソーシアム

参加機関名 富士ゼロックス株式会社、群馬県みなかみ町、一般社団法人コトハバ、株式会社デジサーフ

実施類型・人数 類型Ａ：7人 類型Ｂ： 類型Ｃ：16人 類型Ｄ：

実施地域 群馬県利根郡みなかみ町

事業概要

加速化する人口減少を抑止させるため、本事業にて、みなかみ町で遊休施設となった旧月夜野幼稚園の改修・整備を行い、
サテライトオフィス8部屋とテレワークセンター1部屋からなるふるさとテレワーク拠点を獲得する。加えて、拠点のWEB予約/施
設IOT/リモート管理を組み合わせたシステムを開発し、地域拠点運営で困難になる管理コストおよび集客コスト等の最小化を
図る。4月以降、地方創生の専門家や都心の企業経営者を招聘した地域協議会を開催し、都心企業の地域進出（都心からの
ヒトの移動）を促す施策検討、空き家などの地域資源を活かした受け入れ施設拡大や地域生活支援の充実化を目指す。

平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業
「みなかみ町ふるさとテレワーク拠点整備事業」

富⼠ゼロックス株式会社（群⾺県みなかみ町）

テレワーク拠点整備事業

働き方変革推進
ダイバーシティ推進

約98m2
※保育室

約85m2
※職員室

約185m2
※遊戯室

約98m2
※保育室

約98m2
※保育室

みなかみ町ふるさとテレワーク拠点
（遊休施設、旧月夜野幼稚園）

都心から地域への
サテライトオフィス進出

都心から地域への進出企業

人口流出の抑止
地場産業の魅力増大
平日交流人口の増加
都心からの移住・定住者の獲得
繁忙期と閑散期の差分軽減

最寄り駅は、上毛高原駅：
東京から新幹線で６６分

みなかみ町の魅力
温泉施設、キャニオニング
ラフティング、スキー・
スノーボード、大自然、
川釣り、山登りなど

みなかみ町の課題
・急激に進む地域人口減少の抑止
・21,345人(2010)→11,987(2040)予測
※増減率 −43.8%



平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業
「みなかみ町ふるさとテレワーク拠点整備事業」

富⼠ゼロックス株式会社（群⾺県みなかみ町）

整備した拠点の概要

整備完了後の取組内容の概要

【名称】テレワークセンターみなかみ（旧月夜野幼稚園）
【住所】群馬県利根郡みなかみ町月夜野3273－2
【対象者】サテライトオフィス契約の都心企業（社員）、地域滞在の自営型テレワーカー

【整備内容】
• サテライトオフィス8部屋（x7：49㎡、x1：85㎡） ※9社分、85㎡は2社の共同利用を想定
• テレワークセンター1部屋（x1：185㎡）
【可能業務】パソコン業務および遠隔接続テレビ会議
【収容人数】 25人
【提供機能】
1. オフィス什器（テーブル、チェア、ホワイトボード、鍵付きファイルキャピネット）
2. 遠隔接続テレビ会議機材（ノートPC、WEBカメラ、マイク＆スピーカー）
3. オフィス住環境（エアコン、カーテン、ロッカー、コートハンガー、パーティション）
4. インターネット通信環境（高速光回線、無線LAN環境）
5. オフィス複合機（クラウドオンデマンドプリント、ワーキングフォルダー）※開発
6. WEB予約による施設利用管理 ※開発
7. 電子鍵による入退出管理 ※開発
8. 監視カメラによる24時間セキュリティ監視 ※開発
9. 電力モニタリングによるコスト最適化エネルギーマネジメント ※開発

2017年3月29日に開所式を行い、その後に順次、都心企業のサテライトオフィス進出（類型A）、地域滞在者による都心テレワーク勤務（類型C）の利
用を進めていきます。工事完了が2月末まで長引いたため、類型Aで進出する企業各社と移転スケジュールの再交渉を進めており、デジサーフ（4月）、
日東電化工業（4月）、チャットワーク(5月)、ランサーズ（5月）、ジャパントラベル（6月）、サムライトラベル（6月）、ROI（6月）ワイヤレスゲート（7月）、マッ
クアース（7月）で計画、8月から当初想定の本格稼働を目指します。なお、地域企業からの利用問い合わせが多くありますので、都心企業が入居する
までの間、地域企業への一時貸出を計画していきたいと考えております。
類型Cに関しては、4月からの利用開始を予定しており、都心で働いているワーカーの地域滞在および都心勤務している地域滞在者のテレワーク利

用を進めていきます。春スタートで認知が広がっていくことを想定し、こちらも夏を本格稼働として計画しております。
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※１Fはサテライトオフィス４部屋とテレワークセンター１部屋

※２Fはサテライトオフィス４部屋のみ



（参考①）整備した拠点について

施設の外観および内観
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※サテライト オフィス名称変更予定

※ウェブ組み込み時に色変更の可能性あり

入り口

入り口

1F_49m2 1社4名利用

1F_49m2 1社4名利用

1F_49m2 1社4名利用

2F_49m2 1社4名利用 2F_49m2 1社4名利用2F_49m2 1社4名利用2F_49m2 1社4名利用

1F_85m2 2社共同8名利用

1F_185m2 都心勤務テレワーカー16名利用



（参考②）整備完了後の取組内容について

拠点の運用計画

【利用時間】

2017年4月1日～2022年3月31日 （5年継続運用）

都市部からの

移動人数（計画値）

セミナー開催などの

取り組み

・体験拡大（１）： 都心個人事業主むけ、地域でのさすらいワーク滞在プログラム（既存）

・体験拡大（２）： 都心企業・社員むけ、お試しサテライトオフィス利用プログラム（新）

・受入拡大： 地元産業むけ、移動・飲食・宿泊などの地域ワーカー支援拡大プログラム（新）

・地域進出支援： 都心企業むけ、地域資産活用および地域産業連携プログラム（新）

今後の課題 ・都市企業・社員の利用拡大、働き方変革を推進する大企業（の人事施策）への価値訴求

・お試しテレワークのPRによる都心移住潜在層への認知拡大

・お試しサテライトオフィスのPRによる都心企業の移転検討への認知拡大

・都心勤務テレワーク滞在者への生活支援プログラム開発（移動、食事、宿泊、医療など）

・冬季の降雪および凍結防止などにかかる施設運営コスト増大への対策

サテライトオフィス： 6:00～24:00 ※無休、正月および盆休みを除く

テレワークセンター： 9:00～18:00 ※平日のみ

2017年度 2018年度 2019年度 2010年度 2011年度

進出企業数（年平均） 5社以上 7社以上 8社以上 8社以上 8社以上

拠点利用者数（月平均） 16人以上 20人以上 25人以上 25人以上 25人以上

サテライトオフィスお試し企業数※ 3社以上 6社以上 10社以上 10社以上 10社以上

都心テレワーク勤務お試し体験数 10人以上 20人以上 30人以上 30人以上 30人以上

※地域サテライトオフィス・ふるさとテレワーク拠点拡大との連携施策（月夜野地区→新治地区、水上地区への拡大検討中）


